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独自推計の変更（案）と将来展望の変更（案）の比較について
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パターン１：国立社会保障・人口問題研究所の推計に準拠

パターン２：日本創成会議の推計に準拠

パターン３：独自推計（修正コーホート要因法）

人口の将来展望による推計


